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トップメッセージ 
 
 

 

 

当社グループは、地球環境の保全と
継続的な改善により、環境経営を推進
します。 

 

 

 

 

 

 

 

当社グループは、社員一人ひとりが常に環境を意識し、業務を通じて環境保全活動への貢献

に取り組んでいます。持続可能な社会の発展に貢献するため、企業理念、ビジョンに基づき、

常に環境保全活動の継続的改善を実践し、なくてはならない器材・サービスを創出することで

社会と企業の持続的な発展を目指してまいります。 

この報告書は、当社グループ 2016 年度における環境保全活動の内容と成果をまとめたもの

です。 

報告書をご一読いただき、当社グループの環境保全活動をご理解いただくとともに、皆様か

らの率直なご意見や今後の活動に対するご助言をいただければ幸いです。 

  

代表取締役社長 

 

 

企業理念 
私たち Futaba グループはなくてはならない器材・サービスを創出し世界の発展に
貢献します 

 
ビジョン２０２０（ビジョン７０の加速と次代の発展の基礎固め） 

１．Futaba テクノロジーを進化させ、イノベーションを引き起こし、世界で躍進
するリーディングカンパニーとなる 

２．自由で豊かな発想により、斬新な技術や製品を次々に生み出す企業となる 
 

行動規範 
我々は、愚直なまでに本質を追究しお互いの喜びと感動を分かち合いながら 
自由で豊かな発想のできる企業風土を構築するため、以下を実践します 

 
１．スピードと意欲を持って挑戦します 
２．自らを高め、夢に向かって努力します 
３．真心と思いやりを持ち、人と人とのつながりを大切にします 
４．遵法精神と高い倫理観に基づき行動します 
５・自然を愛し、環境負荷の低減を通じて、地球の未来を守ります 
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事業の概況 
 
 
記載内容は、2017 年 3 月 31 日現在です。 

なお、詳細は当社ホームページ（http://www.futaba.co.jp）でご覧いただけます。 
 

会社名   双葉電子工業株式会社 

設立    1948 年 2 月 3 日 

資本金   22,558 百万円 

年間売上高 連結 64,157 百万円 

従業員数  連結  5,201 人 

上場市場  東京証券取引所 市場第１部 
 

 
【連結の範囲に関する事項】 

連結子会社数  : 23 社 

非連結子会社数 :  3 社 

 
 
 

 
 

 
 
 

主な事業内容 

事業区分 主な製品 

電子部品事業 

蛍光表示管 

複合モジュール 

有機 EL ディスプレイ 

タッチパネル 

電子機器事業 

ラジコン機器 

ロボット用機能部品 

模型用エンジン 

生産器材事業 

プレシジョンプレート 

金型用器材 

成形合理化機器 

【市場地域別売上高構成比】（連結）        【事業区分別売上高】（連結） 

【売上高推移】（連結）            【従業員推移】（連結） 

http://www.futaba.co.jp/


 

4 

事業の概況 
 

 
電子部品事業  

●製品情報 

蛍光表示管 

複合モジュール 

有機ＥＬディスプレイ 

タッチパネル 

 
 
電子機器事業  

●製品情報  

ホビー用ラジコン機器 

産業用ラジコン機器 

ロボット・無人機用機能部品 

模型用エンジン 

 
 
 
 
生産器材事業  

●製品情報 

プレス金型用部品 

プラスチック金型用部品 

プレシジョンプレート 

搬送装置（省力機器） 

金型内計測システム 

ホットランナシステム 

設備業界向けプレート 

 

TOPICS 

●ドローン（無人機）用コントローラーの紹介 

当社は、ホビー用ラジコンで培った技術を基

に、安全性や信頼性を高めた産業用無線機器を開

発し、トラック用クレーンや農業、FA 向けなどの

様々な分野で使用いただいています。 

今話題のドローン（無人機）についても、産業

用途向けコントローラーを各種取り揃えており、

悪天候下での作業にも対応できる防水性や防塵

性を備えたモデルもラインアップしています。 

 

事業 httpｈｔｔｐ   

タッチパネル 有機ＥＬディスプレイ 

空用プロポ（T18MZ-WC） 無線リモコン（FRQ-0801） 

設備用プレート プラスチック金型用部品 

ドローン（無人機）用コントローラーのラインアップ 

http://www.futaba.co.jp/display/vfd/index
http://www.futaba.co.jp/display/module/
http://www.futaba.co.jp/display/module/
http://www.futaba.co.jp/display/oled/index
http://www.futaba.co.jp/display/oled/index
http://www.futaba.co.jp/display/5808/index
http://www.futaba.co.jp/display/5808/index
http://www.rc.futaba.co.jp/
http://www.futaba.co.jp/industry/
http://www.futaba.co.jp/industry/
http://www.futaba.co.jp/robot/
http://www.futaba.co.jp/robot/
http://www.os-engines.co.jp/product/index.html
http://www.os-engines.co.jp/product/index.html
http://www.futaba.co.jp/precision/press/
http://www.futaba.co.jp/precision/press/
http://www.futaba.co.jp/precision/mold/
http://www.futaba.co.jp/precision/mold/
http://www.futaba.co.jp/precision/plate/index
http://www.futaba.co.jp/precision/plate/index
http://www.futaba.co.jp/precision/equipment/index
http://www.futaba.co.jp/precision/equipment/index
http://www.futaba.co.jp/precision/mold_marshall/index
http://www.futaba.co.jp/precision/mold_marshall/index
http://www.futaba.co.jp/precision/hotrunner/index
http://www.futaba.co.jp/precision/hotrunner/index
http://www.futaba.co.jp/precision/equip_plate/index
http://www.futaba.co.jp/precision/equip_plate/index
http://www.futaba.co.jp/display/tp/index
http://www.futaba.co.jp/display/oled/index
http://www.rc.futaba.co.jp/propo/ground.html
http://www.futaba.co.jp/industry/terecon/index
http://www.futaba.co.jp/precision/equip_plate/index
http://www.futaba.co.jp/precision/mold/
http://www.futaba.co.jp/robot/radio_for_uav/index
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環境方針 
 
 

基本理念                              
 

双葉電子工業株式会社は、自然の営みを尊重し、環境負荷の遺産を後世に残さないように、地球

環境の保全と継続的な改善に努め、人にやさしい工場環境の実現を目指し行動します。 

環境スローガン                           

『 本質を直視して環境付加価値製品化の推進を 』 

行動指針                              

■環境経営の推進 

1. 環境活動を企業の社会的責任の重要課題の一つとして認識して、経営方針と整合させた環境

活動を推進する。 

2. 法的要求事項の遵守はもとより、社会的期待を視野に入れた環境目標を設定し、目標達成に

より経営価値の 創出を図る。 

3. 日常活動に関る環境負荷の低減、汚染の予防などに繋がる環境活動に積極的に取り組み環境

経営を継続的に改善する。 

4. 関係会社や海外工場にも環境活動の推進を強化し、グローバルな環境改善活動を実施する。 

5. 組織に関連する全ての人の環境意識を高め改善活動に取り組む。 

■環境調和型製品の開発推進と環境負荷低減 

1. 資源の有限性を認識し、製品設計から流通に至るまで資源の有効化、ムダ取り施策を推進し、

連結ゼロエミッションを達成する。 

2. ＣＯ２排出削減、温室効果ガス排出削減に積極的に取り組む。 

3. 顧客価値を創造し、環境付加価値対応製品の開発に取り組む。 

■利害関係者との連携と貢献 

1. 地域社会や利害関係者に対し、環境技術や製品を提供しながら環境活動を通じて社会に貢献

する。 

2. 環境方針を公開するとともに必要に応じて環境活動を開示し、相互理解に取り組む。 

 

双葉電子工業株式会社 

代表取締役社長 
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環境負荷
 
 

当社グループでは、生産活動に伴う環境負荷の状況を把握し、環境負荷物質の削減に取り組
んでいます。 
 

     

 

エネルギー 

エネルギー使用量 
1,683,666GJ 
(原油換算) 

電力  165,984MWｈ 

 

LPG       73ｔ 

 

天然ガス  1,494 千㎥ 

 

重油・軽油    20 ㎘ 

大気への排出 

 

 CO２     96,994t 

水域への排出 

 

 
排水量   1,309 千㎥ 

BOD       2.2t 

廃棄物処理量  

    3,347t 

 
廃棄処分量    870t 

再資源化量   2,477t 

水資源投入量 
 

上水    1,348 千㎥ 

再生水      15 千㎥ 

化学物質投入量 
 

PRTR 対象物質   39ｔ 

 

双葉電子工業株式会社 

小 川 精 機 株 式 会 社 

 

富得巴精模(深圳)
 

双葉電子部品(恵州)
 

双葉精密模具(中国)
 

FUTABA Corporation 
of The Philippines 

FUTABA(Vietnam) 
Co.,Ltd. 

FUTABA 
JTW(Thailand) Ltd. 

双葉ﾓﾊﾞｲﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ株式
会社 

Futaba 

グループ 

製品群 

PRTR 物質排出量  

     

 廃棄物      0.9t 

起信精機株式会社 
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環境保全活動の状況 
 
 

環境保全活動は、ＰＤＣＡのサイクルを回しながら、環境経営の一環と捉え、当社グループ

についても、活動推進体制を整え、グローバルな環境活動を実践しています。 

推進体制 

 

環境教育 

環境意識の向上を図り、具体的行動に結びつ

けるために、年間計画を策定し、社員の能力向

上を図っています。新入社員教育に加え、一般

教育や環境に大きな影響を与える可能性のあ

る作業に関する特定業務要員教育を行ってい

ます。 

2016 年度は、ISO14001 2015 年度版への

移行において、規格の教育、内部監査員養成教

育、各部門への運用変更点の説明を行いまし

た。 

2016 年度は、延べ人数 5,998 人、延べ 5,171

時間の環境教育を実施しました。 

  

新入社員教育（2016 年 4 月） 
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環境保全活動の状況 
 
 
緊急事態訓練 

緊急事態（地震、火災、爆発、流出などによる著しい環境影響）によって発生する状況を特

定し、模擬訓練をすることで緊急事態や事故が発生しても環境影響を最小限にするための体制

を整えています。 
 

○コージェネレーション設備から重油流出事故想定訓練（双葉モバイルディスプレイ(株)） 

 油水分離槽油分検出警報が発報し、コージェネレーション設備から重油流出事故発生を想定

し、側溝途中まで流出した重油を土嚢で止める訓練を実施しました。 

 

 

○薬品流出事故想定訓練（当社 長生工場） 

 タンクの亀裂によりタンクピット外に薬品が流出した事故を想定し、薬品を土嚢でせき止め、

排水マスの流出防止を行い、薬品をポンプでくみ出す訓練を実施しました。 

 

 

環境会議 

環境保全活動の PDCA サイクルが適正か

つ効果的に運用されていることを確認する

ため、経営層が参加する環境会議（２回／年）

を行っています。 

環境会議では、目標に対する達成状況、地

域住民などからの苦情及びその是正処置、社

会的要求事項への対応や経営層による見直

し結果に対するフォローアップなど成果や

問題点を協議しています。 

 

 

警報内容確認 緊急遮断弁を閉める 土嚢で流出を止める 

土嚢でせき止め 薬品流出防止対応 ポンプでくみ出し 

2016 年 5 月環境会議 
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環境に配慮した新技術・研究開発             
 
 

当社グループは、企業哲学である「本質之直視」を研究開発活動に展開し、物事を原理まで

突き詰めることを常に意識しながら、各事業部門および国内外の子会社が一体となり研究開発

を推進しています。 

環境付加価値製品化 

研究開発活動 

当社では、「顧客価値を創造し、環境付加価値対応製品の開発に取り組む」という製品開発の

行動指針にもとづき、環境に配慮した新技術・研究開発に取り組んでいます。 

金型内の“見える化” 射出成形監視システム MVS08 の開発 

当社は、金型設計から量産成形まであらゆるシーンに役立つ製品の開発・販売をしています。 

射出成形監視システム MVS08 は、従来ブラックボックスとなっていた金型内の樹脂圧力や

樹脂温度、金型表面温度などを、金型内に設置するセンサーと専用アンプによって、リアルタ

イムに金型内の樹脂挙動を波形で計測できる製品を開発しました。 

従来は計測したいデータごとに専用システム

を使用していたため、各項目の相関関係を調べ

られませんでしたが、本機は 1 台のパソコンに

複数の情報を取り込めるため、多角的な解析が

可能となり、金型内評価および最適な成形条件

の設定ができます。 

金型内評価、最適な成形条件の設定により、

不良品の発生が防止でき、射出成形の金型設計

から量産まで「短納期」、「高品質」、「低コスト」

に貢献できる製品です。 

環境面への効果 

① 不良品の発生防止、不良品の自動選別、不良品の流出防止（資源の節約、廃棄物削減） 

② 成形機変更時、良品時データ再現による成形条件設定の短縮（エネルギー使用量の削減） 

製品のご案内 
http://www.futaba.co.jp/precision/mold_marshall/index 

 

http://www.futaba.co.jp/precision/mold_marshall/index
http://www.futaba.co.jp/precision/mold_marshall/index
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生物多様性の保全 
 
 
重要な生息地である長生工場 

地球上には、生命誕生以来、さまざま生きものが生まれてきましたが、かつてないスピード

で、多くの生きものが絶滅しつつあります。 

当社長生工場は、約 330,000 ㎡の敷地の中に調整池を保有しており、そこには約 9,500 ㎡

の湿地帯があり、環境省が作成した絶滅のおそれのある野生生物のリストに登録されている絶

滅危惧植物が確認されています。 

調整池では、越冬のために北から渡ってきたオオバンやカモが冬を過ごし、長生工場は生態

系ネットワークの拠点となっています。 

当社では生態系保全活動として絶滅危惧植物の保護および生態系ネットワークの拠点とし

て生きものが暮らしやすい環境づくりに努めています。 

 

 

 

 

ホームページで自然の様子を動画でお届けしています。 

http://www.futaba.co.jp/futabatv  

オオバン ミナミメダカ 

カモ 

ゴマクサ 

食虫植物 ナガバノイシモチソウ 

 

ホソバリンドウ ミカワシンジュガヤ 

さまざまな生き物が生息してい
る調整池 
 
 
 

絶滅危惧植物が確認されている湿地帯 

(絶滅危惧植物) 

 

(絶滅危惧植物) 

 

(絶滅危惧植物) (絶滅危惧植物) 

 

http://www.futaba.co.jp/futabatv
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社会貢献活動の状況 
 
 
茂原市とドローンによる災害応急活動に関する基本協定締結 

当社は茂原市と「ドローンによる災害応急対策活動に関する基本協定」を締結しました。 

この協定は、茂原市内における地震・風水害・大規模火災などの災害が発生した場合、市の

要請を受け、人が立ちいれない場所の被害状況などを当社がドローンにより撮影し、その画像

を市に提供するものです。 

茂原市がその画像を解析することで、災害復旧活動を迅速かつ安全に進めることが期待でき

ます。 

 

Futaba ドローンスクール開校 

当社は、無人航空機産業の健全な発展のために、自社所属のインストラクターや社有する屋

内・屋外飛行場を使用し、ラジコンで培ったノウハウを授業に展開し、ドローンスクールには

全国から受講者が集まっています。 

「安心」、「安全」、「法遵守」をスクールの理念に揚げ、上空からの工事現場撮影、災害対策

調査撮影、生態物調査撮影等幅広い分野で活躍できる優れた操縦者を育成しています。 

 

 ドローンスクールのご案内 

  http://www.rc.futaba.co.jp/fds/index.html 
 

茂原少年少女発明クラブ記念式典 ラジコンデモフライトと操縦体験 

（社）発明協会では、「少年少女発明クラブ事

業」を全国 47 都道府県に 214 か所展開し、約

9,000 名の子供たちと約 2,800 名の指導員が活動

しています。こうしたなか、茂原市の少年少女発明

クラブは、創立 30 周年を迎え、記念式典が行われ

ました。 

記念式典では、当社社員によるラジコン飛行機や

ドローンによるデモフライトを実施し、また、クラ

ブ生にはラジコンバギーの操縦体験をしてもらいま

した。 

次世代を担う「モノづくり」に携わる人材育成の場として応援しています。 

 

 

http://www.rc.futaba.co.jp/fds/index.html
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社会貢献活動の状況 
 
 

地域防火活動 

当社は特設消防隊を組織しており、5 台の消

防車を配備し、40 名の消防隊員で活動していま

す。社内だけでなく近隣の火災などにも出動し、

長生郡市広域市町村圏組合消防本部と連携をと

りながら、50 年にわたり地域貢献の一環として

地域防火活動の一翼を担っています。2016 年度

は 18 回の出動を数えました。 
 
 
 
さくら散策 

長生工場を桜の木で囲むという移植プロジェクトのもと、2000 年までに約 600 本の桜を

330,000 ㎡の敷地内に移植しました。2004 年からは、毎年「長生工場さくら散策」を実施し

ています。社員だけではなく一般の方にも開放しており、毎年成長する桜は、人々の目を楽し

ませてくれています。 

当日は、当社グループ会社で育てた水耕栽培の野菜や、バナナの販売を行っており、また、

子供たちを対象に、消防車の乗車体験、ラジコンカーの操縦体験などのイベントも行われまし

た。 

 
 
クリーンアップ活動 

当社では各事業所、営業所において、周辺地域の自主的

クリーンアップ活動を毎年 2 回実施しています。 

2016 年度は、延べ 363 名が参加

し、事業所周辺のゴミ 300kg を回

収し、環境美化に取り組みました。 
 
 

 

 
災害備蓄品を寄贈 

当社では、大規模災害などの万一の事態に備え、防

災用品や非常食、飲料水などを備蓄しています。 

備蓄品入替は賞味期限の３か月

前を設定し、これに伴い発生した余

剰備蓄品をフードバンク等に提供

してます。 

2016 年度は、5 回に分けて、計

2､600 食の非常食を茂原市社会福
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祉協議会に寄贈しました。 
 

社会貢献活動の状況 
 
 

「もばら阿波おどり」参加 

毎年７月に行われる「茂原七

夕まつり」は、多くの観光客が

訪れる夏の一大行事です。 

色とりどりの華やかな七夕

飾りの中、毎年恒例の「もばら

阿波おどり」が行われ、当社は

茂原市民の一員として毎年参

加し 40 年を迎えました。 

 

マングローブの植樹活動 

地球上の森林面積の約 4 割を占める熱帯林は、「地球

の肺」と呼ばれる重要な森林です。広範囲で減少してし

まった熱帯林をマングローブの植樹により再生する活

動が各国で行われています。 

マングローブは二酸化炭素を吸収して蓄える効果が

高く、大気中の二酸化炭素濃度を減少させることにつ

ながります。 

FUTABA Corporation of 

The Philippines（フィリピン

工場）では、工業団地（Laguna 

Technopark）が主催するマン

グローブの植林活動に参加

し、約 100 本のマングローブ

を植樹しました。 
 
 
「農園工房ふたば」新鮮野菜と果物の生産と販売 

フタバビジネスシステム（株）では、農業ビジネス

の取組みを行っています。主な農作物としてバナナや

マンゴーなどの熱帯果物や無農薬で安心・安全な新鮮

水耕栽培野菜の生産と販売を行っています。 

販売を通じて地域との交流を深めるとともに、地産

地消の広がりを目指しています。 

 

フタバビジネスシステム(株)のホームページ 

http://www.futaba.co.jp/fbs/index.html 

 

 

http://www.futaba.co.jp/fbs/index.html
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温室効果ガスの排出量及び低減対策 
 
 
温室効果ガス排出量の推移 

当社グループの CO2 排出要因としては、電力使用・燃料（ガス・石油）使用があり、電力使

用が要因の大半を占めています。2016 年度は、節電をはじめ、高効率機器や LED 照明の導入

を進めました。また、機器の更新に加え、断熱材の補修等も実施しました。 

さまざまな省エネ活動を推進しましたが、2016 年度の国内拠点における CO2 総排出量は

2015 年度とほぼ同じです。グループ全体の CO2 排出量は 2015 年度より 4.7%増加しまし

た。 

     国内・総排出量の推移           グループ全体総排出量の推移 

 

省エネ事例 

当社では、高効率機器、LED 照明への更新等により、省エネ活動を推進しています。 

2016 年度の高効率機器への更新として、吸収式冷温水機からパッケージエアコンに更新し

稼働しています。 

吸収式冷温水機からパッケージエアコンへの変更によって、年間約 70t-CO2 削減すること

ができる見込みです。 
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温室効果ガスの排出量及び低減対策 

 

 

再生可能エネルギーの導入推進 

太陽の光で電気を作る太陽光発電は、発電時に二酸化炭素を排出することがなく、騒音も無

い、環境にやさしいクリーンなエネルギーとして、注目されている発電方法です。 

当社は、この永続的なクリーンエネルギーを生み出す太陽光発電事業者様に、社有地を提供

し、環境保全と自然共生社会構築への取り組みに参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

匝瑳太陽光発電所 1.5MW  長生太陽光発電所 2.7MW   

長南太陽光発電所 1.0MW  

大網白里太陽光発電所 0.2MW  

 

本社 

睦沢太陽光発電所 2.0MW 
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廃棄物の排出状況 
 
 
当社グループの再資源化の状況 

当社では、ゼロエミッションを達成するべく、再資源化 99%以上をゼロエミッションと定

義して、工場から排出される全てのものに対して再資源化に取り組んでいます。 

海外拠点でも、ゼロエミッション実現に向け、再資源化向上に取り組んでいます。 

再資源化率の推移 

 

グループ全体の総排出量と廃棄物処理費用の状況 

 廃棄物の排出量削減と再生資源化に注力し、資源の有効化に取り組んでいます。 

2016 年度のグループ全体の総排出量は 14,082ｔでした。2015 年度と比較して約 2.４%

増加しました。 

廃棄物処理から有価物処理へ移行に取り組んでおり、2016 年度の廃棄処分やリサイクル処

理のための廃棄物処理費は 81,033 千円、有価物の売却金額は 151,583 千円でした。 

              

       総排出量の推移            有価物売却額と廃棄物処理費の推移 
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化学物質の管理状況 
 
 
PRTR 法対象化学物質取扱量 

当社では PRTR 法の対象となる化学物質について、取扱量、排出量、移動量を継続的に把握・

管理しています。2016 年度、第一種指定化学物質の取扱量は 39t でした。 

また、法令に基づき、３物質（鉛化合物、ホウ素化合物、塩化第二鉄）の届け出を行ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロンガスの管理 

フロンガス使用機器は、簡易点検もしくは定期点

検を実施し、フロンガスを大気放出させないように

管理しています。廃棄時にも適切な回収と処理を実

施しています。 

2016 年度、フロン類使用機器 67 台を廃止し、

333kg のフロンガスを破壊処理しました。 

 

 

PCB 廃棄物の処理 

PCB 廃棄物は「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」により、

2027 年 3 月までに適正に処理を行うことが義務付けられています。 

当社は該当する PCB 含有機器について順次停止

し、廃棄物処理法に定める「特別管理産業廃棄物保

管基準」に従い、専用の保管場所において適正に管

理しています。 

2015 年度に保管中であった高濃度 PCB 含有機

器及び低濃度 PCB 含有機器の大部分を処理するこ

とができましたので、2016 年度は蛍光灯安定器の

み保管管理している状況です。 

  

フロンガス 台数 量(kg) 

R12 5 0.8 

R22 52 323.3 

R407C 3    6.4 

R404A 1    0.3 

R410 6     2.3 

合計 67 333.1 

濃度 廃棄物の種類 数量 量(kg) 

高濃度 蛍光灯安定器他 24   93 

PRTR 法第一種対象物質取扱量の推移 
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環境会計 
 
 

環境保全への取組みを、効率的かつ効果的に推進しながら、事業活動での環境保全コストと

その活動結果により得られた効果算出を継続的に実施しています。 

 

環境保全コスト 
                              金額単位：百万円 

 

 

経済効果 
                              金額単位：百万円 

 

 分類 主な取り組みの内容 投資額 費用額 

(1) 事業エリア内コスト  49.5 177.1 

内 
 

訳 

・公害防止コスト 大気・水質・土壌汚染防止など 3.0 49.6 

・地球環境保全コスト 温暖化防止、省エネルギーなど 46.5  90.0 

・資源循環コスト 資源の効率的利用、廃棄物の削減など 0 37.5 

(2) 上・下流コスト 
グリーン調達の取り組み、製品の回収、
リサイクルなど 

- 0.7 

(3) 管理活動コスト 
環境教育、環境マネジメントシステムの
整備・運用など 

- 6.4 

(4) 研究開発コスト 環境負荷低減の研究など - 0.7 

(5) 環境損傷コスト 土壌の修復費用など - 0 

(6) その他のコスト  - - 

合計 49.5 184.9 

項目 主な効果内容 効果金額 

水道光熱費削減額 省エネ活動による水道光熱費削減額 (前年度比較) 165.6 

廃棄物処理費削減額 排出量低減による処理費用削減額 (前年度比較) -13.7 

有価物売却益 廃棄物処理から有価物処理へ移行したことによる利益 151.6 

上水使用料の削減額 排水再生処理後の循環利用による上水使用料の削減額 4.8 

合計 308.3 
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用語集 
 
 
この報告書で使用している主な用語をまとめました。 

 
環境用語集 

■BOD（Biochemical Oxygen Demand：生物化学的酸素要求量） 

最も一般的な水質汚濁を測る指標のひとつであり、水中の有機物が微生物の働きによって

分解されときに消費される酸素量のこと。 

■ゼロエミッション 

生産活動から出る廃棄物のうち、埋め立て等最終処分する量をゼロにすること。 

■PRTR 法(Pollutant Release and Transfer Register：特定化学物質の環境への排出量の把

握等及び管理の改善の促進に関する法律) 

有害性な化学物質の環境への排出量を把握することにより、事業者の自主的な化学物質管

理の改善を促進し、環境保全上の支障が生ずることを未然に防止することを目的に制定。 

■第一種指定化学物質（PRTR 制度） 

PRTR 制度に基づき、排出量等の届出を行う際、対象となる化学物質のことであり、462

物質が指定されている。 

■ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法 

PCB 廃棄物を持つ事業者に適正処分などを義務付けた法律。 

■PCB（ポリ塩化ビフェニル） 

ポリ塩化ビフェニル化合物の総称であり、国内では、主に電気機器の絶縁油などに使われ

てきたが、毒性が極めて強いことから現在は PCB の製造・輸入は禁止され、事業者の保管

する PCB の廃棄処理が決められている。 

■コジェネレーション 

コジェネレーシヨンは分散型の発電方式で、発電と同時に排熱を温水や暖房などに利用す

る。電力と熱の同時供給により高い効率が実現できる。 

■生態系ネットワーク（エコロジカル・ネットワーク） 

野生生物の生息地を森林や緑地、開水面などで連絡することで、生物の生息空間を広げ、

多様性の保全を図ろうとするもの。 

■地産地消 

「地元生産・地元消費」を略した言葉。その地域で採れた農作物や水産物を、その地域で

消費すること。 

地元の食材を利用することで、輸送の負荷やコストが削減され、輸送により排出される

CO2 の量を削減できる。食文化への理解促進や地域経済の活性化につながる。 

 

 

 

 

 

 



 

 
   

 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

双葉電子工業株式会社 
 

本社：〒297-8588  千葉県茂原市大芝 629 

発行：2017 年 7 月 

 

お問い合わせ先 

業務管理本部  CSR 推進部  リスク管理課 

〒299-4395  千葉県長生郡長生村薮塚 1080 

お問い合わせは当社ホームページよりお願いします。 

URL: http://www.futaba.co.jp/inquiry/ 
 

http://www.futaba.co.jp/inquiry/

